
千城台旭小学校避難所運営委員会・千城台東町自治会の取り組み 

 

＜千城台旭小学校避難所運営委員会＞ 

○委員の構成 

・ 委員長・副委員長(２人)ともに女性であり、委員全体でも半数以上女性で

ある。 

 ・ 自治会の役員は毎年入れ替わるが、運営委員会の委員は継続してもらうよ

うにしている。 

 ・ 毎月１回集まっている。小学校の教頭も参加している。 

・ 構成員に女性が多いこともあり、女性も発言しやすくなっている。 

○取り組み 

・ 避難所について、避難者が使用できる更衣室を２部屋とっている。 

・ 小学校体育館（居住スペース）の区割りについて、要援護者用にスペース

を設けている。 

・ 避難所活動をするときに、腕章だけでは目立たないため、避難者に判り易

い目印になるよう、自治会ごとに色が異なる防災ベストを作成している。 

 ・ 女性委員の提案により、備蓄物資・資機材について、リストの中に納入年、

賞味期限を記載している。また、今年納入したものは、黄色に塗りつぶして

一目で見て、わかりやすく工夫している。（下記①参照） 

 

＜千城台東町自治会＞ 

○防災訓練の実施 

 ・ 訓練では、実際に、車椅子を押したり、担架を使用したりしている。また、

大きな釜で、アルファ米を使用してカレーを作る炊き出し訓練も、男女の隔

てなく実施した。 

 ・ 訓練の中で、防災に関するクイズを実施し、各家庭で出来る最小限の知識

の確認を遊びの中で培って貰い、又景品として、紙皿とサランラップをプレ

ゼントした。サランラップを紙皿の上に使用すれば、紙皿は汚れず、継続し

て使用できる。災害時にそういったことを意識してもらうため、景品も工夫

している。 

○住民の啓発 

 ・ 毎月２回、回覧板に防災ニュースを載せている。(下記②参照) 
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